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PET と SPECT 等の核医学画像診断装置は、空間分解能と SNR に制限がある。本研究では、より

優れた空間分解能と SNRを実現するために、新たにフォーカスコリメータを用いたガンマ線検出

器を提案する。本研究で使用する核種であるインジウム-111 は、2つの光子を短時間で放出する。 

二光子の同時検出は、SNRを向上させることが可能である。二光子の同時計測を利用し、フォー

カスコリメータを用いて線源位置の特定性能評価を行った。 

1． 背景 

核医学画像診断装置である PET及び SPECT は、空間分解能と SNRに制限がある。近年、DPECT

と呼ばれる手法が提案され、並列コリメータ・コンプトンイメージングによってカスケードガン

マ線を使用した際に SNRを改善できることが実験的に示された[1] [2]。本研究では、111In を用い、

フォーカスコリメータを使用して二光子を同時測することのできるガンマカメラを提案する。そ

れにあたり、単一光子および二光子同時計測におけるフォーカスコリメーション法の有用性を検

証する。 

2．研究概要 

光子は、放射線源がフォーカスコリメータの焦点にあるときにのみ検出

する事ができる（Fig.1）。顕微鏡のように 3 次元でコリメータを動かす

ことにより線源位置を特定する。使用したフォーカスコリメータ

の寸法を Fig.2 に示す。検出器として、MPPC と Ce：GAGG を

使用し、コリメータの背面に設置する。 2 つのコリメータを用

い、線源を焦点に置き、3軸ステージを使用して線源を移動した

(Fig.3)。本実験で用いた 111In は、171keV のガンマ線を放出した

後、短時間のうちに 245keV のガンマ線を放出する。そのため、この

二つの光子を計測する事で、線源位置を特定する事が可能である。 
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